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学校教育目標 
進んで学び、考える力、 

表現する力を高めようとする子 
認め合い、支え合い、 
協力して行動しようとする子 

心と体の健康を考え、 
進んできたえようとする子 

学年でめざす子供の姿 
伝え合うことで、考えを広げたり深めたりでき

る子  

学校全体のことを考え、自らの役割を責任をも

って果たし、相手を尊重できる子  

自分の心身の健康について考え、元気にすごす

子  

 
学年としての方針と重点的な取組 
◎自分の考えを伝えたり、友達の考えを聞いたりす

ることを通して考えを深めさせます。 
・知識技能を教師から伝達するのではなく、子供達 
が考え話し合い、知識技能を獲得していける授業 
づくり。 
・自分の考えを多く話せるような時間設定。 
・自らの考えを表現できるようなノート指導。 

◎様々なリーダー経験を多くの児童に体験さ 
せます。 
・積極的に挑戦することの推奨。 
・挑戦したことへの適切な評価。 
・頑張っている姿を伝える学級だより、学 
年だよりの発行。 

 
 

◎子供たちが相談しやすい環境を整え、外 
遊びを推奨します。 
・休み時間に行う外遊びへの教員の積極的 
な参加。 
・学校カウンセラーとの全員面談の実施。 
・QUアンケートの結果を踏まえた個人面 
談の実施。 

 

関係者・保護者・関係機関等との連携 
■専科や養護教諭、TAなどとの連携・協力 
・月に１回、専科の先生方との合同学年会を実施し、児童の実態と学級の 
様子について密に連携をとる。 
・個別に支援が必要な児童がいた場合、TAを依頼して、児童のつ 
まずきに丁寧に対応する。 

■家庭との連携・協力 
・学級だよりを発行し、その時々の子供たちの頑張る姿や課題につ 
いて具体的に伝達していく。 



 

◎は、目指す子供像に迫るた

めに取り組む方針。・は、そ

の具体的な取組。３つ程度に

絞って書く。 

教育目標に照らして、学年で

目指す子供の姿を実態に基

づいて示す。 


